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呼 吸 器感 染 症 に対 す るritipenem acoxilの 臨 床 的 検討

鈴木 厚 ・小花光夫 ・松 岡康夫 ・入交昭一郎

川崎市立川崎病院内科*

新 し く開 発 され た,経 口 ペ ネ ム 系 抗 生 物 質ritipenom acoxilを 急 性 扁 桃 炎1例,急 性 気 管 支 炎5

例,肺 炎2例 の 計8例 に,1回200mg,1日3回,9～14日 間 経 口投 与 した ・ 臨 床 効 果 判 定 可 能 で

あ った7例 で は,著 効6例,有 効1例 で あ った 。 本 剤 に よ る と考 え られ る副 作 用 お よ び臨 床 検 査 値 異 常

は1例 も認 め られ なか った。
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Ritipenem acoxil (RIPM-AC)は イ タ リ ア の

Farmitalia Carlo Erba社 で開発されたPenem系 の新

しい経口抗生物質である。本剤は経口投与後腸管より吸

収され,エ ステラーゼにより加水分解されて活性本体で

あるritipenemと して抗菌力を示す プロ ドラ ッグであ

る1)。

本剤は各種 β-ラ クタマーゼに安定であり,グ ラム陽

性菌,グ ラム陰性菌に広範囲な抗菌スペク トルを有 し,

特に好気性グラム陽性菌な らびに嫌気性菌に対 し,優 れ

た抗菌力を示すと報告されている1)。

我々はこのような基礎的評価をふまえ,内 科領域の各

種呼吸器感染症において本剤の臨床的検討を行 ったの

で,そ の成績を報告する。

投与対象は平成4年11月 か ら同年12月 までの間に,

川崎市立川崎病院内科を受診 し治験参加の同意が得 られ

た,男 性5例,女 性3例 の計8例 で,年 齢 は29歳 か ら

79歳 にわたり,平 均52.1歳 であった。

感染症の内訳は急性扁桃炎1例,急 性気管支炎5例,

肺炎2例 であった。薬剤投与方法と しては,RIPM-AC

1回200mgを1日3回 経口投与 した。投与日数は9～

14日 間,平 均13.4日 間であり,投 与総量 は 5.49～8.4

9で あった。

効果判定としては細菌学的には菌の消失をもって有効

とし,臨 床的には発熱,喀 痰の量 ・性状などの臨床症状

および胸部X-P所 見,赤 沈,CRP,白 血球数な どの

検査所見の改善か ら,著 効 (excellent),有 効 (good),

やや有効(fair),無 効(poor)の4段 階に判定 した。

なお本剤投与中の随伴症状の有無を確認 し,出 現 した

場合,本 剤との関連があるものを副作用として取 り扱 う

こととした。また,本 剤投与前後に末梢血,肝 機能,腎

機能などの臨床検査を施行 し,臨 床検査値異常の出現の

有無をみた。

症例の一覧表をTable1に 示 した。症例1は 急性扁

桃炎の症例で,Streptococcus pyogenesが 検出 され た

が,本 剤投与にて除菌され,喀 痰,咽 頭痛 も3日 後に消

失 したたあ著効と判定 した。症例2か ら6は 急性気管支

炎の症例である。症例2は 喀痰よ りMoraxella catar-

rhalisが 検出 され たが,本 剤投与にて除菌 された。 ま

た,CRP,白 血球数が著明に改善 し,3日 後に全ての

臨床症状 も消失 したため著効 と判定 した。また症例3,

4に ついて も,起 炎菌を明 らかにす ることはできなか っ

たが,い ずれ も下熱 と臨床症状の著明な改善を認めたた

め著効 と判定 した。なお症例4は 基礎疾患に慢性肝炎を

有 していた。症例5は8日 後 には全ての臨床症状が消失

したので,有 効と判定 した。症例6は 基礎疾患に慢性関

節 リウマチを有 し,プ レ ドニゾロンを併用 していたた

め,臨 床効果判定か ら除外 した。症例7,8は 肺炎の症

例であり,症 例8は 基礎疾患に急性肝炎を有 していた。

また症例8は 喀痰か らStreptococcus pneumoniaeが 検

出 され,本 剤投与によ り除菌 された。症例7,8と も

に,自 他覚症状および検査所見の著明な改善を認めたた

め,臨 床的に著効 と判定 した。

以上をまとめると,判 定可能であった症例の臨床効果

は,急 性扁桃炎の1例 が著効,急 性気管支炎で著効3

例,有 効1例,肺 炎の2例 が著効であ った。細菌学的検

討が可能な3例 において も原因菌 は全て除菌 された。

また本剤投与による副作用はな く,投 与前後における

臨床検査値で本剤によると思われる異常値の出現 も認あ

られなか った。

今回の我 々の成績 は全例有効以上 と,優 れた成績で

あったが,経 口抗菌薬であるため,何 れ も中等症以下の

比較的軽症例が多かった因子が影響 しているとも考えら

れる。 しか し,本 剤の呼吸器感染症の全症例の有効率 は

80.2%と 報告 されており1),同 じ経 口ペネム剤であるプ

ロペネム(SY5555)の77.5%2)と 比較 して も遜色ない

成績であるといえる。細菌学的検討において も,検 出さ

れた原因菌 (S.pyogenes, M.catarrhalis, S.pneu-

moniae)が 本剤投与 により全て除菌された ことは本剤
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Table 1. Clinical results of ritipenern acoxil treatment

NF: normal flora ND: not done

のin vitroのMIC1)を 反映 した成績であると同時 に,

グラム陰性菌のみならず グラム陽性菌に対 して も,優 れ

た効果を示 しているといえる。また,本 荊によると考え

られ る副作用および臨床検査値異常 は1例 もな く,安 全

な薬剤と考え られた。

以上 より,RIPM-ACは 内科領域の呼吸器感染症 に

おいて有用 と考えられ,今 後充分 に期待できる抗生剤で

あると思われた。
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Clinical study on ritipenem acoxil in respiratory tract infections
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Ritipenem acoxil, a newly developed oral penem antibiotic, was orally administered at 200 mg

t.i.d. for 9•`4 days to 8 patients (1 with acute tonsillitis, 5 with acute bronchitis, and 2 with

pneumonia). The clinical efficacy was excellent in 6 and good in 1 of the 7 patients in whom

evaluation was possible. No side effects or abnormal laboratory findings considered to be due to the

administration of the drug were noted in any of the patients.


